
　木津川沿いの砂地の土壌を利用して生産されてい

る島田地区の西洋ニンジンの出荷が最盛期を迎えて

います。 

　早朝に収穫されたニンジンは、丁寧に水洗いされ、

よく乾燥させた後、大きさごとに箱詰めして出荷さ

れます。 

ニンジンの出荷が最盛期 

エコーラインなど 
行政ニュース 

アルバイト登録者の募集など 

野神の神事など 
みんなの広場 
参議院議員選挙など 
行政ニュース 

INFORMATION

伊勢参宮道中記（7） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

9P

18P

2P

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

JULY
2007 平成19年 

No.738

7 1



町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
知
る

権
利
を
尊
重
し
、
町
が
保
有
し
て
い
る

情
報
（
公
文
書
）
の
公
開
を
請
求
す
る

権
利
の
保
障
と
町
が
お
こ
な
う
諸
活
動

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
町
政
へ
の
住

民
参
加
、
公
正
な
町
政
を
推
進
す
る
た

め
に
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
 

  こ
の
制
度
に
基
づ
き
平
成
18 
年
度
中

に
受
理
し
た
請
求
件
数
は
4
件
で
、
そ

の
処
理
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
し
た
。
 

請
求
内
容
は
、
路
面
清
掃
業
務
の
入

札
結
果
や
浄
水
場
等
の
水
道
施
設
管
理

業
務
の
契
約
状
況
な
ど
で
す
。
な
お
、

個
人
情
報
保
護
制
度
に
よ
る
開
示
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

今
回
、
投
票
で
き
る
人
は
、
日
本
国
民
で

昭
和
62
年
7
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
19 
年
4
月
11 
日
以
前
に
住
民
登
録
（
転

入
届
）
を
さ
れ
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

投
票
は
、
「
選
挙
区
選
挙
」
と
「
比
例
代

表
選
挙
」
の
2
種
類
（
2
票
制
）
で
す
。（
投

票
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
7
月
中
旬
発
行
の

選
挙
特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

最
近
、
住
所
を
移
転
さ
れ
た
人
は
、
届
出

日
に
よ
っ
て
投
票
の
場
所
が
左
表
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
公
示
日
翌
日
の

7
月
13 
日
f
か
ら
投
票
日
前
日
の
7
月
28
日

g
ま
で
で
す
。
 

時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時

ま
で
で
、
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
期
日
前

投
票
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
土
曜
・

日
曜
日
・
祝
日
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
）
 

   京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
（
入
所
）
さ
れ

て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
入
院
（
入
所
）
先
の
病
院

等
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

  身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
方
法
で
投
票
す
る
に
は
、
前
も
っ
て

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
、
町
選
管
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

  投
票
所
の
受
付
事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ

な
う
た
め
に
「
投
票
所
入
場
券
」
を
郵
送
し

ま
す
。
投
票
所
や
期
日
前
投
票
所
に
お
越
し

の
際
は
、
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

投
票
日
間
近
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き

は
、
町
選
管
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
広
報
行
政
課
内
）
 

※上記以外の実施機関（消防長、教育委員会、 
　選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、 
　農業委員会、固定資産評価審査委員会およ 
　び議会）については、平成１８年度において 
　は、開示請求はありませんでした。 

3 

3

4 

4

3 

3

－ 

－ 

1 

1

請求 
人数 
（人） 

町 長  

合 計  

件
数
等
 

実
施
機
関
 

処理状況（件） 

開示 不開示 取下げ 

請求 
件数 
（件） 

久御山町で 
投票 

前住所地で 
投票 

新住所地で 
投票 

久御山町で 
投票 

平成19年4月11日以前 
 

平成19年4月12日以降 
 

平成19年4月11日以前 
に新住所地へ転入届 

平成19年4月12日以後 
に新住所地へ転入届 

他市町村から 

久御山町へ転 

入された人 

久御山町から 

他市町村へ転 

出された人 

届出の別 届 出 日  投票の場所 

投票日 

（日） 
7月29日 

久
御
山
町
で
投
票
で
き
る
人
は
 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
 

入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
 

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
 

不
在
者
投
票
 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
 

期
日
前
投
票
を
 

※最近、転居された人は、時期によって投票所が変わ 
　ります。入場券に記載の投票所を確認のうえ、お越 
　しください。 
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平成18年度一般会計の（平成19年
3月末）歳入歳出予算額は、77億5204
万円です。このうち収入済額は64億
9373万円で歳入予算に対する収入率
は83.8㌫です。 
支出済額は61億8444万円、歳出予
算に対する支出率は79.8㌫となって
います。 
 
 
町が所有している財産や各会計の決
算見込額は右表のとおりです。 
そのうち、一般会計における決算見
込額は、歳入が73億2748万円、歳出
が70億1086万円となり、歳入から歳
出を差し引いた形式収支は、3億1662

万円を見込んでいます。 
今後とも、健全な財政運営に努めて
まいります。 
問い合わせ／企画財政課 

平成18年度財政状況の公表 
平成18年度一般会計や特別会計、水道事業会計の3月末

現在における収入・支出状況と決算見込額などの財政状況
を公表しました。（金額は、いずれも1万円未満四捨五入） 

土　　地　　　　　　486,330.81㎡ 

建　　物　　　　　　 56,419.56㎡ 

出資による権利　　　　11,177万円 

基　　金　　　　　　 386,787万円 

町が所有している財産 

平成18年度各会計別の決算見込額 

 

国民健康保険 

三郷山財産区 

老人保健 

公共下水道事業 

介護保険 

収益的収支 

資本的収支 

31,662 

4,200 

64 

9 

412 

3,489 

477 

▲10,455

701,086 

151,693 

6,124 

127,830 

99,587 

70,967 

52,836 

18,377

732,748 

155,893 

6,188 

127,839 

99,999 

74,456 

53,313 

7,922

特別会計 

 

 

 
水道事業会計 

歳入歳出差引額 歳出総額 歳入総額 会　　計　　名 

一　般　会　計 

（単位：万円） 

決算見込額 

 
 
 
奥村征彦さん（佐山・63歳）の人権
擁護委員の推薦について、同意されま
した。任期は3年 
 
 
久御山町消防賞じゅつ金及び殉職者
特別賞じゅつ金条例一部改正 
非常勤消防団員等の損害補償の基準
を定める政令および消防表彰規程の一

部改正に伴い、改正しました。 
 
 
東角小学校北校舎棟大規模改修工事
請負契約の締結 
契約金額　102,690,000円 
契約相手　株式会社山崎組 
久御山町子育て支援センター（仮称）
建設工事請負契約の締結 
契約金額　70,318,500円 
契約相手　株式会社山崎組 

平成19年第2回町議会定例会が、6月8日から28日まで
の会期で開かれ、久御山町子育て支援センター（仮称）建設
工事請負契約の締結など、すべて原案どおり可決されました。 
主な内容は、次のとおりです。 

子育て支援センター（仮称） 
建設工事契約の締結などを可決 

6月 
定例議会 

初の定例会を終えて 
新体制での 

議会の円滑な運
営と活性化に向
けて、不断の努
力を重ねてまい
ります。 

議長を補佐し、
開かれた議会づ
くりに精一杯頑
張ってまいりま
す。 

行財政運営につ
いて、的確なチ
ェックを行い、
住民サービスの
維持・向上に努
めてまいります。 

水見正王　議長 

中井孝紀　副議長 

三宅美子　監査委員 

▽  

▽  
▽  

人権擁護委員に 
奥村征彦さん 

条例 

契約 
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　子育てしやすい職場環境づくりに積極的に取り組む企業

を表彰する、「第1回京都府子育て応援企業表彰」を、町

内のニューリー株式会社と京都機械工具株式会社が受賞。

受賞報告に6月14日、表彰状を手に町役場を訪れました。 

　この賞は、次代の社会を担う子どもたちが健やかに生ま

れ、育つ環境を社会全体で整備し、他の模範となる子育て

応援に積極的に取り組む企業等を表彰するため、府が新た

に創設。ニューリーは、安心して働き続けられる環境をつ

くるため、子育て中の女性従業員全員が育児休業と育児勤

務制度を活用され、育児休業者職場復帰プログラムを実施

し、スムーズな職場復帰のサポートに取り組み、職場環境

づくり部門で受賞されました。 

　一方、京都機械工具は、ものづくりの大切さ、喜び、楽

しみを子どもたちに伝えるため、ＫＴＣものづくり技術館

での実習見学やふるさと教室・文化教室の開催、やましろ

未来っ子サイエンスクラブ活動への協力等に取り組み、社

会貢献部門で受賞されました。 

　6月5日の未明、佐古の若宮八幡宮の西側にある野神境

内で野神の神事がおこなわれました。 

　この神事は、その昔、巨椋池周辺でマラリアが流行した

ときに感染しないようにとの願いを込めて祈願されたとい

われています。 

　神事では、宮司は、明かりをつけず暗闇の中で、声を出

さずに口の中で祝詞を奏上し、また、参列者らもかしわ手

を打つときは、音がでないように手のひらがあう寸前で止

めておこないます。声も出さず、音も立てないことから、

暗闇の奇祭と呼ばれ、今に伝わっています。 

　また、神事を前にした4日、神前に供えられる神饌ちま

きづくりがおこなわれました。ちまきを巻く真菰の自生地

が年々減少し、本来37本作るところを、神前に供える2

本とは別に、35本をまとめて作る方法に変更して、数少

ない真菰を有効に利用されています。 

　このちまきは、神事が終わったあと、無病息災を願い、

佐古地区内の氏子らに配られました。 

野神境内（佐古） ニューリー㈱、京都機械工具㈱ 

野神の神事 

暗闇の奇祭 

子育て応援企業表彰 

先進的な取り組みで受賞 

▲職場環境づくり部門で受賞 
　されたニューリー株式会社 

▼社会貢献部門で受賞された 
　京都機械工具株式会社 

宮総代らによる、神饌ちまきづくり 

しんせん 

ま こも 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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防災パトロール（5月30日・木津川堤防） 
ゆる体操説明会 （5月29日・役場庁舎5階コンベンションホール） 



西田　朱希ちゃん 
にし だ　　あかね 

（平成17年11月1日生） 
いろいろなものを見・聞き・知り、

のびのび大きく育ってね 

佐山　父　卓司さん・母　里織さん 

黒子が登場し、かさを使った演出の大型紙芝居 貫頭衣と呼ばれる衣装で田植えを体験する5年生 

　6月7日、御牧小学校近くの水田で2年生と5年生が、

田植えを体験しました。校区内には、農家もたくさんあり

ますが、農作業は機械化が進み、昔ながらの手作業での田

植えをする機会がないことから、毎年実施されています。 

　苗を植える前に児童は、ＰＴＡ役員らから植え方のアド

バイスを受け、まず2年生が体験。その後、5年生は、木

綿の布で作った色とりどりの弥生時代の衣装に身を包み、

泥だらけになりながら、ていねいに植え付けていました。 

東角小学校体育館 

おはなし劇場 
 
物語の世界に誘われ 泥の感触を確かめて 

田植え体験 
御牧小学校学童農園 

　5月25日、東角小学校で、「おはなし劇場玉手ＢＯＸ」

のメンバーが、絵巻物語や大型紙芝居を演じる、おはなし

劇場がおこなわれました。 

　玉手ＢＯＸは、子どもたちに「おはなし」を通して大切

なものを伝えたいと結成され、この日は、絵巻物が長くな

ったり短くなったりする「ふしぎなたけのこ」と、1場面

が模造紙2枚の大型紙芝居「じごくのそうべい」が演じら

れ、子どもたちは物語の世界に引きこまれていました。 

5月15日から6月14日までの受付分（敬称略） 

永
尾
　
正
和
 

池
田
　
智
巳
 

西
岡
　
伸
之
 

向
井
　
庸
祐
 

佐
　
山
 

　
林
 

　
栄
 

　
〃
 

永
尾
亜
紀
子
 

池
田
　
幸
子
 

西
岡
　
　
舞
 

向
井
　
康
子
 

正
博
・
真
樹
 

弘
之
・
菜
美
子
 

健
一
・
秋
子
 

哲
男
・
美
佐
 

玲
　
・
紀
子
 

祐
太
・
真
奈
美
 

和
秀
・
雅
恵
 

功
也
・
佳
奈
 

俊
樹
・
晃
代
 

孝
剛
・
範
子
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
栄
 

野
口
か
り
ん
 

齋
藤
　
光
空
 

中
嶋
　
悠
斗
 

長
濱
　
愛
莉
 

渡
邊
　
菜
奈
 

　
原
　
陽
太
 

國
田
　
芽
衣
 

千
原
　
一
颯
 

松
倉
亜
友
羽
 

長
嶋
　
颯
斗
 

 　

み
　
く
 

ゆ
う
　

と
 

あ
い
　

り
 

　

な
　
な
 

ひ
な
　

た
 

　

め
　
い
 

い
っ
　

さ
 

　

あ
　
ゆ
　
は
 

は
や
　

と
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

かんとう い 
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東角校区防犯交通安全フェア 
（6月9日・東角小学校） 

春の大祭（6月3
日・大池神社）

 

久味の会＆親子サロンの楽しい料理講習会 （6月11日・保健センター） 



このコーナーでは、毎月一つの居場所を紹介し、住民の
方々に知っていただくとともに、その活動の指導者やボラ
ンティアなどでかかわっていただき、地域ぐるみで子ども
たちの健全な育成をめざします。 
 
 
昨年は、児童生徒が見学・体験学習を通じて町内外の歴
史・文化・環境などに関心を持って理解を深めてもらうた
め、夏季休業中に3回実施しました。 
町内の華台寺、大日本スクリーン製造株式会社、ニュー
リー株式会社や宇治市の宇治上神社、宇治市歴史資料館、
にそと情報館「みちしるべ」を見学しました。 
昨年参加した子どもの声 
・はじめて参加したけど、近くにお寺や神社がたくさんあ
るのがわかった。 
・会社では、いろんな物をコピーできるのがふしぎだった。
まるで本物のようなコピーをもらった。 
昨年参加した子どもの保護者の声 

・にそと情報館で作った手づくりのうちわを、楽しそうに
使っていました 
昨年の指導者・スタッフの声 
・体験や見学を通じて、日ごろ気づかない環境問題や文化
遺産・歴史遺産を大切にしなければならない気持ちをは
ぐくんでくれればと思います。 
問い合わせ／社会教育課 

西
林
住
宅
北
側
の
遊
歩
道
は
、
改
修
に
よ

り
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
が
、
犬
の
ふ
ん
処
理

を
し
な
い
人
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
 

注
意
の
看
板
が
立
て
て
あ
り
ま
す
が
、
守

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

公
園
や
遊
歩
道
は
犬
の
散
歩
を
禁
止
に
で
き

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
（
林
・
女
性
）
 

  ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
ノ
川
南
公

園
は
、
以
前
か
ら
犬
の
ふ
ん
処
理
の
啓
発
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
守
ら
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
 

町
で
は
、
よ
り
一
層
の
マ
ナ
ー
向
上
を
目

指
し
、
「
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
関

す
る
要
綱
」
（
仮
称
）
を
制
定
し
、
地
域
環

境
美
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

今
後
、
ふ
ん
害
の
ひ
ど
い
状
況
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
な
か
で
、
犬
の
散
歩
の
禁
止

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
【
環
境
保
全
・
都
市
計
画
課
】
 

   私
の
家
の
周
辺
で
は
ゴ
ミ
を
ド
ラ
ム
缶
で

燃
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
特
に

会
社
な
ど
の
事
業
所
は
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
を

燃
や
し
て
、
町
の
収
集
に
は
出
さ
ず
、
悪
臭

が
し
て
困
っ
て
い
ま
す
。
 

環
境
の
良
い
、
住
み
や
す
い
、
美
し
い
町

と
言
え
る
よ
う
に
、
ゴ
ミ
の
野
焼
き
問
題
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
島
田
・
男
性
）
 

  事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
業
者

に
委
託
す
る
な
ど
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
ド
ラ
ム
缶
等
で
燃
や
す
行
為
は

野
焼
き
と
し
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

指
導
す
る
た
め
に
は
、
実
際
に
野
焼
き
を

お
こ
な
っ
た
人
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
 

し
か
し
、
夜
間
や
休
日
に
野
焼
き
が
お
こ

な
わ
れ
る
と
、
直
ち
に
現
場
に
向
か
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
野
焼
き
が
繰
り
返
さ
れ

な
い
よ
う
に
監
視
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

みなさんのご意見を 
お聴かせください。 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
遊
歩
道
で
の
犬
の
散
歩
は
 

禁
止
に
で
き
ま
せ
ん
か
 

Q
ゴ
ミ
を
ド
ラ
ム
缶
で
燃
や
し
て
 

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
 

A
今
後
の
状
況
を
み
て
 

検
討
し
て
い
き
ま
す
 

A
監
視
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

「
む
し
歯
」
と
「
歯
周
病
」
は
歯
の
喪
失

の
主
な
原
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の
予
防

を
心
掛
け
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
つ
と
い
う
「
8
0
2
0
運
動
」

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

◆
歯
周
病
と
は
 

以
前
は
、
歯
槽
膿
漏
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
、
歯
垢
（
細
菌
の

か
た
ま
り
）
が
た
ま
る
と
歯
ぐ
き
に
炎
症
が

お
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
炎

症
は
さ
ら
に
進
み
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨
ま

で
も
破
壊
し
、
歯
が
抜
け
て
い
き
ま
す
。
 

◆
歯
周
病
は
若
い
う
ち
か
ら
進
行
 

若
い
か
ら
と
い
っ
て
油
断
は
禁
物
で
す
。

15 
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
65
％
の
人
が
歯
周
病

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
歯
を
失
う
の
は
老
化

が
原
因
で
は
な
く
、
若
い
こ
ろ
に
発
症
し
た

歯
周
病
が
重
症
化
し
た
結
果
な
の
で
す
。
 

   
　
〜
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
 

　
　
　
　
　
　
　
毎
日
続
け
ま
し
ょ
う
〜
 

◆
歯
磨
き
の
コ
ツ
 

①
歯
ブ
ラ
シ
は
脇
を
し
め
て
ペ
ン
を
持
つ
よ

う
に
持
つ
 

②
毛
先
を
き
ち
ん
と
あ
て
る
 

③
軽
い
力
で
、
小
さ
く
細
か
く
動
か
す
 

◆
な
が
ら
磨
き
の
す
す
め
 

最
初
は
鏡
を
よ
く
見
て
、
毛
先
の
位
置
を

確
認
し
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
な
れ
て
き

た
ら
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
お
風
呂
に
入

り
な
が
ら
の
「
な
が
ら
磨
き
」
な
ら
時
間
を

か
け
て
磨
く
こ
と
も
習
慣
化
し
や
す
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
 

◆
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
認
知
症
予
防
 

歯
と
歯
の
間
や
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
を
磨
く

の
に
プ
ラ
ス
し
て
歯
ぐ
き
（
上
あ
ご
の
部
分

や
歯
ぐ
き
全
体
）
も
軽
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し

ま
し
ょ
う
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
刺
激
は
認
知
症

予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
か
か
り
つ
け
歯
科
医
 

「
歯
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
行
く
」
の
で
は

な
く
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
「
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
に
」
管
理
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
歯
医
者
さ
ん
で
は
正
し
い
歯
磨
き

の
指
導
の
ほ
か
、
気
に
な
る
こ
と
の
相
談
も

受
け
付
け
て
く
れ
ま
す
。
あ
な
た
に
合
っ
た

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

現在、利用されている地上アナログ放送は、平成23年7
月24日までに終了し、地上デジタル放送に切り替わるこ
とが決まっています。 
デジタル放送を見るためには専用チューナーを付け足す
か、あるいはデジタル放送対応のテレビに買い替える必要
があります。 
現在、アナログ放送からデジタル放送への移行作業がお
こなわれており、アンテナの取り替え工事など平成23年
の完全移行に向けて着々と準備は進んでいます。この移行
作業に便乗して、次のような架空請求や訪問販売などの被
害の発生が考えられますので、注意しましょう。 
　アンテナ工事 
デジタル放送に移行するにあたって、アンテナを取り替
えたり、調整したりすることが必要になることがあります
が、工事の依頼をしていないものについて、事業者が料金
を請求することはありません。 
アンテナ工事費を請求された場合、架空請求の可能性も
ありますので、安易に支払わないようにしましょう。また、

アンテナ工事の勧誘を受けても即決せずに複数の業者に見
積もりを取り、契約は慎重にしましょう。 
ケーブルテレビの勧誘 
「デジタル放送になるから」と、ケーブルテレビへの加
入を勧められることがあるようですが、ケーブルテレビへ
加入しないと、デジタル放送が見られない、というわけで
はありません。 
加入契約に際しては、自分にとって本当に必要なものか
どうか、慎重に考えて契約するようにしましょう。 
地上デジタルテレビ放送についての疑問・質問等は、総
務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター105 
70（07）0101、つながらない場合は103（4334）1111
（平日　午前9時～午後9時、土・日・祝日　午前9時～
午後6時）へご相談ください。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず　府消費生活
科学センター1075（671）0004、府山城広域振興局商
工観光室10774（21）2103または産業課までご相談く
ださい。 

▼  

▼  

　し
　そ
う
の
う
ろ
う
 

　し
　こ
う
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
関
す
る

オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

成
美
堂
出
版
 

身
近
な
素
材
で
実
験
・
観
察
・
工
作
が
簡
単
に
で
き
る
ア
イ
デ
ア

い
っ
ぱ
い
の
テ
ー
マ
を
豊
富
に
紹
介
 

「
中
学
生
理
科
の
自
由
研
究（
全
2
巻
）」
児
童
書
 

草
土
文
化
 

植
物
や
昆
虫
の
観
察
、
身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
使
っ
た
実
験
や
工

作
な
ど
、研
究
テ
ー
マ
さ
が
し
か
ら
発
表
の
仕
方
ま
で
を
数
多
く
紹
介
 

「
新
自
由
研
究
（
全
3
巻
）」
児
童
書
 成

美
堂
出
版
 

観
察
・
実
験
・
工
作
な
ど
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
た
楽
し
い
自
由

研
究
の
方
法
を
、小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
別
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
や
っ
て
み
よ
う
！
夏
休
み
の
自
由
研
究（
全
3
巻
）
」
児
童
書
 

∧
夏
休
み
の
自
由
研
究
∨
 

図
書
館
で
は
、
小
・
中
学
生
の
読
書
活
動
の
推
進
お
よ
び
青
少
年

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
目
的
と
し
て
、
課
題
図

書
の
貸
し
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

◇
小
学
校
低
学
年
の
部
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く
ら
く
」「
ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
『
は

っ
ぴ
ょ
う
し
ま
す
』」「
ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ
（
せ
か
い
い
ち

の
パ
パ
が
い
る
ひ
と
み
ん
な
に
）」「
は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い

る
」 

◇
小
学
校
中
学
年
の
部
 

「
り
ん
ご
あ
げ
る
ね
」「
ピ
ト
ゥ
ス
の
動
物
園
」「
ゆ
り
か
ご
は
口

の
中
（
子
育
て
を
す
る
魚
た
ち
）」「
干
し
柿
」 

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
 

「
七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
わ
す
れ
も
の
」「
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！
」

「
平
和
の
種
を
ま
く
（
ボ
ス
ニ
ア
の
少
女
エ
ミ
ナ
）」「
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
、
そ
れ
が
冒
険
だ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
る
の
も
冒
険
、
ゴ
ミ

拾
い
も
冒
険
！
）」 

◇
中
学
校
の
部
 

「
レ
ネ
ッ
ト
（
金
色
の
林
檎
）」「
一
億
百
万
光
年
先
に
住
む
ウ
サ
ギ
」

「
世
界
一
お
い
し
い
火
山
の
本
（
チ
ョ
コ
や
コ
コ
ア
で
噴
火
実
験
）」 

貸
出
期
間
／
1
週
間
以
内
 

※
貸
出
予
約
も
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。 

オ
ス
ス
メ
本
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

★
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
な
に
が
で
る
？
 

（
和
田
誠
作
） 

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
チ
ラ
ッ
と
見
え
て
い

る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。
像
の
は
な
こ

ち
ゃ
ん
・
う
さ
ぎ
の
み
み
こ
ち
ゃ
ん
の

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
は
…
。
 

★
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
夏
 

（
高
田
三
郎
絵
） 

十
一
才
の
夏
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
探

し
に
出
か
け
た
。
一
億
年
前
の
地
球
の

記
憶
を
今
に
伝
え
る
。
 

★
6
時
間
後
に
君
は
死
ぬ
 

（
高
野
和
明
著
） 

街
で
出
会
っ
た
見
知
ら
ぬ
青
年
か
ら

「
6
時
間
後
に
君
は
死
ぬ
。
」
と
告
げ

ら
れ
た
。
未
来
に
待
ち
受
け
て
い
る
も

の
は
…
。
 

作り方 

①　マダコはたっぷりの塩をふっても
み、水洗いしてぬめりを取り除きま
す。熱湯で茹でて冷水にとり水気を
とって斜め薄切りにし、レモン汁小
さじ1をふっておきます。 

②　アボガドは縦半分に切って種を取
り除き、皮をむいて7～8㎜の厚さ
に切り、残りのレモン汁をふります。 

③　セロリときゅうり、人参は4㎝の
長さのせん切りにします。それぞれ
軽く塩もみし、水洗い後、水気を絞
っておきます。 

④　オリーブは半分に切ります。 
⑤　ボウルに　を入れて混ぜ合わせま
す。 

⑥　器に②を敷いて①を盛り、③を合
わせてのせ、④を散らし、⑤をかけ
て出来上がりです。 食生活改善推進員協議会「久味の会」 

238㌔カロリー／1人分 

タコとアボガドのサラダ 

102マダコ（足） 
アボガド 
セロリ 
きゅうり 
人参 
ブラックオリーブ（種抜き） 

･････････････200グラム 
･･････････････････････1個 

･････････････････････1／2本 
･･･････････････････1／2本 

･･･････････････････････1／4本 
･･････4個 

レモン汁 
塩 
　　マヨネーズ 
　　オリーブ油 
　　マスタード 
　　水 

････････････大さじ1と1／3 
･････････････････････････少量 

････････････大さじ4 
････････････大さじ1 
････････････小さじ1 

････････････････････大さじ2

■材料（4人分） 

課
題
図
書
の
ご
案
内
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

2
日
b
・
9
日
b
・
17
日
c
・
23
日
b
・

30
日
b
・
31
日
c

ａ 

ａ 
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町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、
図

書
館
司
書
、
調
理
員
な
ど
 

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童

保
育
、
図
書
館
な
ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）
 

賃
金
／
日
額
5
，
7
0
0
円
（
一
般
事
務
の

場
合
）、
交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
、
希
望
の
職
種
を
記
入

し
て
総
務
課
へ
。
 

※
賃
金
・
勤
務
時
間
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
 

  
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

で
は
、
夏
休
み
に
小
学
生
と
保
護
者
が
一
緒

に
料
理
を
作
る
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
30
日
b
　
午
前
10 
時
か
ら
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
4
年
生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み

の
参
加
可
）
 

定
員
／
先
着
20
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
20
日
f
ま

で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
。
 

  
町
で
は
、
省
エ
ネ
意
識
を
高
め
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
減
ら
す
た
め
、
家
庭
で
取
り
組
め
る
省

エ
ネ
対
策
の
学
習
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
3
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
地
球
温
暖
化
問
題
（
省
エ
ネ
対
策
）

に
関
心
の
あ
る
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

内
容
／
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
省
エ
ネ
活

動
の
事
例
紹
介
や
意
見
・
情
報
交
換
な

ど
 

定
員
／
先
着
30
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
１
日
d
ま

で
に
環
境
保
全
課
へ
。
 

  
児
童
・
生
徒
が
見
学
・
体
験
学
習
を
通
し

て
町
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
町
の

良
さ
を
再
発
見
す
る
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る

さ
と
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
年
間
3
回
（
夏
休
み
中
の
7
月
下
旬
、

8
月
上
・
下
旬
の
各
午
前
中
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
①
町
内
の
お
寺
・
神
社
等
の
見
学
　

②
町
内
の
会
社
・
工
場
等
の
見
学
 

　
　
③
京
都
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
の
体
験
学

習
 

定
員
／
親
子
で
10 
組（
個
人
で
も
参
加
可
能
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
2
日
b
か

ら
13 
日
f
ま
で
の
間
に
、
社
会
教
育
課

へ
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

   
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン「
夏
の
集
い
」

を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
2
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0

時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子
（
子
ど
も
は
4
歳

ま
で
）
 

内
容
／
人
形
劇
・
プ
チ
模
擬
店
ほ
か
 

定
員
／
先
着
40
組
 

費
用
／
一
人
2
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
2
日
b
か

ら
20
日
f
ま
で
の
間
に
同
協
議
会
へ
。
 

     
 フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
育
児
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）

と
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
ま
か
せ

て
会
員
）
が
登
録
し
て
、
保
育
所
や
幼
稚
園

へ
の
送
迎
、
冠
婚
葬
祭
、
通
院
の
際
に
一
時

的
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
き
に
利

用
で
き
る
制
度
で
す
。
 

新
し
く
会
員
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
や
詳

し
い
内
容
を
知
り
た
い
人
を
対
象
に
説
明
会

を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
8
日
a
　
午
後
2
時
〜
3
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
 

対
象
／
お
ね
が
い
会
員
…
町
内
在
住
で
満
3
 

か
月
か
ら
10 
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
 

　
　
ま
か
せ
て
会
員
…
20
歳
以
上
の
健
康
な

人
で
、
原
則
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る

こ
と
が
で
き
る
人
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
多
発
性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

重
症
筋
無
力
症
な
ど
の
神
経
系
難
病
の
こ
と

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
31
日
c
　
午
後
１
時
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
 

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
京
都
病
院
診
療
部
長
　
杉
山
博
医
師
 

定
員
／
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
11 
日
d
か

ら
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
1
0
 

　
　
7
7
4
（
6
3
）
5
7
4
5
へ
。
 

 

 

図
書
館 

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
 

親
子
料
理
教
室
 

 

ジ
ュ
ニ
ア
ふ
る
さ
と
教
室
 

神
経
系
難
病
相
談
 

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン
 

「
夏
の
集
い
」
 

 

省
エ
ネ
対
策
学
習
会
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
 

説
明
会
＆
登
録
会
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  5
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
児
童
手
当
現
況

届
を
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
あ
っ
て
も

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
児
童
手
当
の
支
給

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
平
成
18 
年
度
は
所
得
制
限
を
超
え

た
た
め
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

人
も
、
平
成
19 
年
度
か
ら
は
受
給
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

た
め
、
ゆ
る
体
操
体
験
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
25
日
d
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人
 

講
師
／
運
動
科
学
総
合
研
究
所
専
門
指
導
員

　
下
瀬
仁
史
さ
ん
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
 

※
服
装
は
ズ
ボ
ン
な
ど
の
動
き
や
す
い
も
の
。
 

  
7
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
の
期
間
で
す
。
 

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

輸
血
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現

場
で
必
要
な
血
液
を
献
血
に
よ
っ
て
確
保
す

る
た
め
、「
4
0
0
ml
献
血
」・「
成
分
献
血
」

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
 

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と
、
毎
年

7
月
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調

月
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
募
集

標
語
の
特
選
、
入
選
作
品
の
表
彰
と
講
演
会

を
開
き
ま
す
。
 

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
20
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

講
演
／
演
題「
笑
い
と
健
康
を
地
域
社
会
へ
」 

講
師
　
笑
福
亭
晃
瓶
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
 
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
　
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
夏
の
風
の
弱
い
日

に
発
生
し
や
す
く
、
目
や
の
ど
に
障
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
 

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

役
場
に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
屋
外
で
の
過
激
な
運

動
を
控
え
る
な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

万
が
一
、
目
や
の
ど
に
刺
激
や
違
和
感
を

感
じ
た
ら
、
洗
顔
や
う
が
い
を
す
る
と
と
も

に
、
府
山
城
北
保
健
所
1
0
7
7
4（
2
１
）

2
9
１
3
ま
た
は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
7
月
を
「
河
川

愛
護
月
間
」
、
7
月
7
日
を
「
川
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
期
間
は
、
河
川
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
、
河
川
愛
護
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
河
川
愛

護
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

河
川
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
安
ら
ぎ
と

安
心
を
あ
た
え
て
く
れ
る
、
身
近
で
大
切
な

自
然
空
間
で
す
。
 

み
ん
な
で
大
切
な
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課
 

児
童
手
当
の
現
況
届
等
 

 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
 

  河
川
愛
護
月
間
・
川
の
日
 

   

第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

  

ゆ
る
体
操
体
験
会
 

 愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
 

 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
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府
で
は
、
動
物
に
対
す
る
愛
護
と
正
し
い

飼
い
方
を
啓
発
す
る
た
め
「
人
と
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人
 

規
格
／
4
つ
切
り
（
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
、

パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
）
 

応
募
点
数
／
１
人
2
点
以
内
（
未
発
表
の
も

の
。
後
日
返
却
し
ま
す
）
 

応
募
方
法
／
7
月
2
日
b
か
ら
31
日
c
ま
で

の
間
に
、
作
品
の
裏
面
に
環
境
保
全
課

に
備
え
付
け
の
応
募
票
を
貼
っ
て
、
府

山
城
北
保
健
所
（
〒
６１１
‐
００２１
宇
治
市
宇

治
若
森
7
―
6
）
1
0
7
7
4
（
2
１
）

2
9
１
2
へ
。
郵
送
可
 

問
い
合
わ
せ
／
府
保
健
福
祉
部
動
物
愛
護
管

理
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
7
6
3

ま
た
は
府
山
城
北
保
健
所
 

  
町
で
は
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、
生
ゴ

ミ
を
散
ら
か
す
カ
ラ
ス
や
ド
バ
ト
な
ど
の
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
6
月
上
旬
か
ら
8
月
末
ま

で
と
、
10 
月
上
旬
か
ら
12 
月
末
ま
で
の
間
に

捕
獲
網
を
使
っ
て
お
こ
な
い
ま
す
。
捕
獲
は
、

宇
治
猟
友
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
7
月
下
旬
か
ら
8
月
末
ま
で
の
間

と
3
月
の
2
回
、
佐
山
向
野
地
区
に
お
い
て

空
気
銃
で
の
広
域
捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

農
地
周
辺
で
捕
獲
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
7
月
10 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
水
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

※
8
月
の
ス
キ
ッ
プ
広
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族

や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
民
プ

ー
ル
を
無
料
で
利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
券
を

配
布
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
　
①
4
歳
以
上
中
学
生

以
下
の
人
　
②
小
学
3
年
生
以
下
の
子

ど
も
と
同
伴
の
保
護
者
 

配
布
方
法
／
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
通
っ
て
い
る
人
は
、
各
施
設

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。（
配
布
時
期

が
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
社
会

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
 

配
布
時
期
／
7
月
上
旬
 

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
町
民
プ
ー
ル
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  日
時
／
8
月
23
日
e
・
24
日
f
　
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
5
時
 

場
所
／
宇
治
市
保
健
・
消
防
セ
ン
タ
ー
（
う

じ
安
心
館
　宇
治
市
宇
治
下
居
13 
―
2
） 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

定
員
／
18 
人
 

費
用
／
4
，
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
） 

受
講
受
付
／
7
月
23
日
b
か
ら
27
日
f
ま
で

の
間
に
、
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
案

内
書
に
記
載
さ
れ
た
申
込
書
で
手
続
き

を
お
こ
な
い
、
受
講
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
夏
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
花
火
遊
び

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
花
火

で
あ
っ
て
も
正
し
く
取
り
扱
わ
な
い
と
火
事

に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

①
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ぶ
の
は
や
め
る
。
 

②
風
の
強
い
日
は
花
火
遊
び
を
や
め
る
。
 

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
す
る
の
は
や
め
る
。
 

④
注
意
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
遊
ぶ
。
 

⑤
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ
け

る
の
は
や
め
る
。
 

⑥
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
遊
ぶ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

 

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
 

   

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

   

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
 

   正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火
 

   

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
 

   

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
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く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

平
成
20
年
１
月
27
日
に
開
催
予
定
の
「
第
18 

回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
で
も
可
能
で
す
。
採
用
者
に
は
、
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

規
格
／
4
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
（
3

〜
4
色
で
内
容
は
自
由
）
 

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
／
作
品
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

8
月
31
日
f
ま
で
に
同
委
員
会
事
務
局

（
〒
６１３
‐
００２２
　
久
御
山
町
市
田
新
珠
城

3
１
3
　
総
合
体
育
館
内
）
1
0
7
7
 

　
　
4
（
4
4
）
2
2
0
5
へ
。
 

  日
時
／
8
月
１
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

場
所
／
御
牧
小
学
校
体
育
館
 

内
容
／
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
と
い
っ
し

ょ
に
、
ゲ
ー
ム
や
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を

通
し
て
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  ▼
水
道
料
金
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
 

納
期
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
安

心
で
す
。
お
忙
し
い
人
、
ご
不
在
が
ち
な
人

に
は
特
に
便
利
で
す
。
 

手
続
き
は
、
一
度
だ
け
で
簡
単
で
す
。
次

の
①
〜
③
を
ご
持
参
の
う
え
、
取
扱
金
融
機

関
の
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
口
座
振
替
依
頼
書（
町
内
の
金
融
機
関
・

役
場
に
あ
り
ま
す
）
　
②
預
貯
金
通
帳
　
③

届
出
印
鑑
 

※
水
道
料
金
は
、
偶
数
月
の
12 
日
が
引
き
落

と
し
日
で
す
。
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か

っ
た
と
き
は
、
再
度
28
日
に
引
き
落
と
し

を
し
ま
す
。
金
融
機
関
が
休
業
日
の
と
き

は
、
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。
 

※
転
居
に
よ
り
新
し
く
開
栓
し
た
と
き
も
、

新
た
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
開
栓
箇
所
（
メ
ー

タ
ー
）
ご
と
の
登
録
の
た
め
転
居
前
の
登

録
は
継
続
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を
 

水
道
の
検
針
は
、
検
針
員
が
お
宅
を
訪
問

し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
指
示
数
を
読
み
取
っ

て
使
用
量
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

検
針
員
に
よ
っ
て
漏
水
の
有
無
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
検
針

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
犬
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
届
出
を
お
忘
れ
な
く
 

水
道
の
使
用
を
開
始
、
中
止
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
3
〜
4
日
前
ま
で
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
使
用
者
が
変
わ
る
と
き
も
速

や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
登
録
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

登
録
資
格
／
お
お
む
ね
55
歳
ま
で
で
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資
格
を
有
す

る
人
 

登
録
人
数
／
若
干
名
 

勤
務
時
間
／
月
〜
土
曜
日
の
指
定
し
た
時
間

（
面
接
時
相
談
に
応
じ
る
）
 

業
務
内
容
／
家
事
援
助
及
び
介
護
業
務
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
修
了
証
書
の

コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
同
協
議
会
へ
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り

高
齢
者
の
集
い
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
7
月
24
日
c
　
午
前
10 
時
30
分
〜
午

後
2
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
 

内
容
／
児
童
と
の
交
流
・
会
食
・
お
話
な
ど
 

申
し
込
み
／
7
月
17 
日
c
ま
で
に
民
生
児
童

委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

  
厚
生
労
働
省
の
「
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
と
し
て
、
宇
治
病
院
（
宇
治

市
）
で
は
、
子
ど
も
の
急
な
発
熱
や
病
気
の

時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
預
か
り
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
成
長
を
温
か
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
 

登
録
条
件
／
依
頼
会
員
…
府
内
在
住
・
在
勤

の
人
（
両
親
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
条

件
で
す
が
、
求
職
中
の
人
も
登
録
で
き

ま
す
）、
ス
タ
ッ
フ
会
員
…
府
内
在
住

で
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
人
（
自
宅
で

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
）
 

※
看
護
師
、
保
育
士
等
の
有
資
格
者
歓
迎
 

利
用
料
金
／
平
日
…
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
 

 
 
時
給
9
0
0
円
、
土
・
日
・
祝
日
・
上

記
以
外
の
時
間
…
時
給
１
，
0
0
0
円
 

サ
ポ
ー
ト
対
象
／
生
後
4
か
月
〜
小
学
6
年

生
 

登
録
先
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
法
人
宇

治
病
院
内
「
子
ど
も
す
く
す
く
ケ
ア
・

京
都
」
1
0
7
7
4
（
3
2
）
6
3
１

１
へ
。
 

※
問
い
合
わ
せ
時
間
は
月
〜
土
曜
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
　E-m

ail

／k-Support 

　@
uji-hosp.or.jp 

 

  
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
有
意
義
な

夏
休
み
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
き
ま
す
。
 

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
 

日
程
／
7
月
29
日
a
・
8
月
9
日
e
・
19 
日

a
・
9
月
１
日
g
の
計
4
回
 

内
容
／
開
校
式
・
キ
ャ
ン
プ
・
う
ど
ん
作
り

な
ど
の
お
手
伝
い
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
藤
原
さ
ん
宅

1
0
7
7
4
（
4
6
）
0
4
6
9
、
新

垣
さ
ん
宅
1
0
7
7
4
（
2
4
）
9
0
 

　
　
2
5
へ
。
 

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
 

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
 

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
 

子
ど
も
す
く
す
く
ケ
ア
・
京
都
 

障
害
児
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

仲
間
い
っ
ぱ
い
夏
の
集
い
 

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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最
近
、
見
え
に
く
く
な
っ
て
、
読
み
書
き

が
不
便
だ
っ
た
り
、
急
に
階
段
が
あ
っ
て
び

っ
く
り
し
た
り
、
夕
方
暗
く
な
る
と
足
元
が

不
安
だ
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
 

府
で
は
、
目
の
不
自
由
な
人
と
ご
家
族
の

た
め
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
見
え
に

く
い
人
の
見
え
方
・
上
手
な
見
方
に
つ
い
て

の
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
相
談
、
―
福
祉
の
制
度
、

用
具
の
利
用
、
社
会
参
加
な
ど
の
相
談
会
を

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
7
月
10 
日
c
　
午
前
10 
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分
　
②
11 
月
15 
日
e
　
午

前
10 
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
　
③
平

成
20
年
3
月
13 
日
e
　
午
前
10 
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分
 

場
所
／
①
向
日
市
民
会
館
　
②
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
（
城

陽
市
）
　
③
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
府
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

1
0
7
7
4
（
5
5
）
4
１
１
9
 

※
訪
問
相
談
の
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

法
人
紫
野
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
3
 

 
3
3
）
0
１
7
１
 

     日
時
／
7
月
28
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
お
よ
び
町
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
登
録
者
 

試
合
形
式
／
8
人
以
内
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
7
月
14 
日
g
ま

で
に
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
へ
。
電
話
可
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

7
月
10 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
年
金
相
談
】
 

ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
は
、
次
の
相

談
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◆
電
話
で
の
相
談
（
24
時
間
対
応
）
 

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
7
0

１
2
0
（
6
5
7
）
8
3
0
 

◆
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
（
相
談
時
間
の

延
長
、
休
日
相
談
実
施
中
）
 

伏
見
区
竹
田
七
瀬
川
町
8
―
１
1
0
7
5

（
6
4
3
）
3
5
4
１
 

◆
宇
治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
来
訪
相
談
の

み
）
 

宇
治
市
広
野
町
西
裏
54
―
2
1
0
7
7
4

（
4
3
）
１
5
１
１
 

◆
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
年
金
加
入

履
歴
の
取
得
が
で
き
ま
す
）
 

　http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

7
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

7
月
12 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

7
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

7
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
同
協
議
会
へ
。
 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど

が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
7
月
10 
日
c
（
10 
日
ま
で
の
教
室

に
つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。
 

 

  日
時
／
7
月
11 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
内
容
は
「
世
界
遺
産

と
「
映
画
」
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

  日
時
／
7
月
6
日
f
　
午
後
8
時
30
分
〜
9

時
30
分
、
21
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜

8
時
30
分
、
27
日
f
　
午
後
7
時
〜
8

時
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。
（
雨
天
・
曇
り
の
と
き
は
中
止
）
 

 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

視
覚
障
害
者
相
談
会
 

 町
総
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 

 

申
し
込
み
は
7
月
１
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ゆ
う
ホ
ー
ル
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  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
7
月
12 
日
e
・
13 
日
f
・
19 
日
e
・

20
日
f
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
、

不
慣
れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
7
月
14 
日
g
・
15 
日
a
・
16 
日
-【
3

回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
7
月
6
日
f
・
7
日
g
・
8
日
a【
3

回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
7
月
10 
日
c
　
午
前
9
時
〜
正
午
、

18 
日
d
　
午
後
１
時
〜
4
時
、
24
日
c

午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
13 
日
f
・
20
日
f
・
27
日
f【
3

回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
7
月
5
日
e
・
19 
日
e
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
（
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が

必
要
）
 

費
用
／
１
0
0
円
（
当
日
支
払
い
で
き
ま
す
）
 

  日
時
／
7
月
8
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
①
7
月
14 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分
、
②
15 
日
a
　
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
16 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
収
納
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
6
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
24
日
c
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
、

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
25
日
d
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
、
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
27
日
f
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
年
生
以
上
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
バ
ス
で
神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族
園

へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
　
9
0
0
円
、
保
護
者

１
，
8
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
を

含
む
）
 

  日
時
／
7
月
31
日
c
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
琵
琶
湖
博
物
館
と
水
生
植
物

園
へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
大
人
１
，
0
0
0
円
（
交
通
費
・
入

館
料
を
含
む
）
 

  日
時
／
7
月
29
日
a
　
午
後
6
時
〜
8
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2

年
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
宇
治
川
河
川
敷
（
向
島
付
近
）
で
、

「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
い
り
」
を
観
察
し

ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

  日
時
／
7
月
16 
日
-
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
2

年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
 

内
容
／
川
の
流
れ
、
岩
石
や
生
き
物
を
観
察

し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
7
月
11 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
『
ほ
ほ
え
み
』
 

 漢
字
出
直
し
塾
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

文
化
施
設
見
学
会
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

木
津
川
観
察
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
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  日
時
／
7
月
28
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
8
組
 

費
用
／
3
0
0
円
 

        日
時
／
①
7
月
3
日
c
・
12 
日
e
・
19 
日
e
・

23
日
b
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
②
7
月

7
日
g
・
14 
日
g
・
28
日
g
・
29
日
a

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

   
平
成
19 
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野

球
場
・
庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運

動
広
場
（
野
球
場
・
球
技
場
）、
町
民

プ
ー
ル
庭
球
場
 

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構

成
さ
れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
／
7
月
31
日
c
ま
で
に
、
総
合
体

育
館
へ
。
 

       日
時
／
7
月
19 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
地
場
産
完
熟
ト
マ
ト
で
、
ト
マ
ト
ケ
 

　
　
チ
ャ
ッ
プ
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
本
幸
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
１
0
0
円
 

  日
時
／
7
月
9
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ゆ
か
た
の
着
付
け
で
夏
の
装
い
と
簡

単
な
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

   日
時
／
7
月
23
日
b
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
ビ
ー
ズ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
に
挑
戦
し
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
、
藤
本
純
子
さ
ん
 

定
員
／
15 
組
 

費
用
／
１
組
6
0
0
円
 

   日
時
／
7
月
30
日
b
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
楽
し
く
料
理
作
り
に
挑
戦
し

ま
す
。
 

講
師
／
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
 

定
員
／
12 
組
 

費
用
／
１
組
6
0
0
円
 

   日
時
／
7
月
27
日
f
・
8
月
10 
日
f
・
24
日

f
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
い
ず
れ
も
午
前

10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
マ
イ
カ
ッ
プ
と
お
皿
作
り
に

挑
戦
し
ま
す
。
 

講
師
／
久
御
山
陶
芸
ク
ラ
ブ
 

定
員
／
15 
組
 

費
用
／
１
組
6
0
0
円
 

 参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
開
催
を

中
止
、
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

  
【
連
絡
先
】
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

　
多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
 

 

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
教
室
 

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の
 

登
録
受
け
付
け
 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
②
 

「
料
理
」
 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
③
 

「
陶
芸
」
 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
①
 

「
ビ
ー
ズ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
 

申
し
込
み
は
7
月
1
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

申
し
込
み
は
7
月
2
日
B
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 5 2人　 
8 , 5 4 5人　 
8 , 6 0 7人　 
6 , 6 8 1世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 5人　 
5人　 
5 1人　 
5 5人　 

〈5月中の動き〉 

〈6月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
６
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

親
子
で
工
作
教
室
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総合体育館メインアリーナは、8月1日Dから31日Fまで、 
床の改修工事のため使用できません。ご了承ください。 



※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センターです。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 5日E

パパ＆ママ教室（第1回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

5日E

パパ＆ママ教室（第2回） 午前11時～11時15分 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

12日E

パパ＆ママ教室（第3回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
歯科健診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

23日B

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

6日F

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年10月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

13日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年3月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

19日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年9月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

9日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年12月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

23日B

離 乳 食 教 室  午後1時～1時15分 
満3か月～10か月児
の保護者 

離乳食の指導、作り方の実習と試食
（初期・中期・後期） 

25日D

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

23日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年12月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

20日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 19日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（6月11日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

5日E 
27日F

6日F
30日B

10日C
8月1日D

11日（第２水曜日） 

※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

7月のごみ・し尿収集日 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  鈴
鹿
峠
を
越
え
た
奥
野
三
郎
兵
衛
さ

ん
た
ち
三
人
は
、
蟹
坂
で
少
し
休
息
し

た
後
、
野
洲
川
支
流
の
田
村
川
に
架
か

る
板
橋
を
渡
り
、
田
村
神
社
（
現
滋
賀

県
甲
賀
市
土
山
町
）
に
参
詣
し
た
。
 

田
村
神
社
は
、
垂
仁
天
皇
の
こ
ろ
の

創
建
と
伝
え
、
祭
神
は
倭
姫
命
・
嵯
峨

天
皇
と
、
鈴
鹿
の
鬼
（
賊
）
を
退
治
し

た
坂
上
田
村
麻
呂（
七
五
八
〜
八
一
一
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
伝
説
に
よ
る
と
、

田
村
麻
呂
は
弓
の
名
人
で
、
鈴
鹿
峠
か

ら
弓
を
射
た
と
こ
ろ
、
翌
朝
に
な
っ
て

田
村
神
社
の
本
殿
前
で
矢
が
見
つ
か
っ

た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
地
域
で
は
矢
が

厄
除
け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
 

ま
た
、
田
村
神
社
に
は
、
「
厄
豆
落

と
し
」
と
い
う
厄
落
と
し
の
神
事
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
と
き

田
村
麻
呂
の
お
告
げ
が
あ
り
、
社
殿
前

を
流
れ
る
御
手
洗
川
に
年
齢（
数
え
年
）

の
数
の
豆
を
東
に
向
か
っ
て
落
と
す
と
、

そ
の
一
年
間
の
厄
災
か
ら
の
が
れ
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
神
事
は
、
街
道
を
行
く
旅
人
に

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三
郎
兵
衛
さ
ん
が
記
し
た
「
道
中
扣
」

に
、
「
十
文
　
田
村
森
ニ
て
豆
落
し
出

ス
」
と
あ
り
、
田
村
神
社
に
三
人
が
参

詣
し
た
の
も
、
こ
の
厄
豆
落
と
し
を
す

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
人
一
○
文
を
納

め
て
厄
豆
落
と
し
を
し
て
い
る
。
 

田
村
神
社
参
詣
後
、
三
人
は
土
山
宿

（
現
甲
賀
市
土
山
町
）
に
入
っ
た
。
早

朝
、
関
宿
を
出
立
し
、
土
山
宿
ま
で
、

四
里
六
町
（
約
一
六
・
六
キ
ロ
）
の
行

程
で
あ
る
。
土
山
宿
は
街
道
の
難
所
と

い
わ
れ
た
鈴
鹿
峠
を
行
き
来
す
る
旅
人

の
休
憩
場
所
と
な
っ
た
宿
場
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
『
東
海

道
宿
村
大
概
帳
』
に
よ
れ
ば
、
土
山
宿

の
人
口
は
一
五
○
五
人
、
家
数
三
五
一

軒
、
旅
籠
は
四
四
軒
と
、
土
山
宿
本
陣

と
大
黒
屋
本
陣
が
あ
っ
た
。
現
在
、
土

山
宿
の
面
影
は
、
土
山
宿
本
陣
跡
の
建

物
が
民
家
と
し
て
残
っ
て
い
て
、
黒
漆

喰
塗
り
の
壁
、
籠
目
格
子
造
り
と
呼
ば

れ
る
旅
籠
独
特
の
造
り
に
、
往
時
の
宿

場
の
情
景
が
偲
ば
れ
る
。
 

さ
て
、
一
行
三
人
は
四
ツ
半
（
午
前

十
一
時
）
に
「
尾
野
金
屋
」
で
中
飯
を

と
っ
た
。
「
道
中
扣
」
に
み
え
る
他
の

記
述
か
ら
み
て
、
「
尾
野
」
は
地
名
で

「
金
屋
」
が
店
の
名
前
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
つ
ま
り
、「
尾
野
（
大
野
）」

の
「
金
屋
」
と
類
推
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
野
は
、
土
山
宿
の
西
約
五
・
五

キ
ロ
に
あ
る
立
場
「
大
野
」
（
現
甲
賀

市
土
山
町
）
を
指
し
、
か
つ
て
は
東
海

道
水
口
宿
と
土
山
宿
の
間
の
宿
で
あ
っ

た
。
「
金
屋
」
は
、
文
久
期
（
一
八
六

一
〜
六
四
）
の
屋
号
一
覧
に
「
旅
籠
　

金
屋
　
酒
利
」
と
み
え
、
現
在
、
安
井

酒
造
所
（
現
甲
賀
市
土
山
町
徳
原
）
向

か
い
の
自
宅
敷
地
に
そ
の
跡
を
と
ど
め

て
い
る
。
 

「
金
屋
」
で
の
中
飯
代
は
一
人
一
二

四
文
で
あ
っ
た
が
、
膳
は
、
焼
物
・
菓

子
椀
・
猪
口
・
汁
・
小
鉢
に
一
○
品
の

料
理
が
盛
ら
れ
て
い
た
。
三
郎
兵
衛
さ

ん
た
ち
は
、
泊
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
昼
食
時
も
酒
を
欠
か
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
日
も
た
く
さ
ん
の
料
理

が
並
べ
ら
れ
、
「
金
屋
」
の
お
い
し
い

地
酒
に
杯
を
か
さ
ね
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

食
後
、
三
人
は
約
五
キ
ロ
歩
行
し
て

水
口
宿
（
現
甲
賀
市
水
口
町
）
に
入
っ

た
。
水
口
宿
で
三
郎
兵
衛
さ
ん
は
、「
藤

き
ん
ち
ゃ
く
」
を
四
個
、
六
○
文
で
買

っ
た
。
風
趣
な
「
藤
き
ん
ち
ゃ
く
」
が

目
に
留
ま
り
、
家
族
の
土
産
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
三
郎
兵
衛
さ

ん
が
買
っ
た
籐
細
工
（
水
口
細
工
）
は
、

葛
（
ま
た
は
籐
）
を
使
っ
て
作
る
工
芸

品
で
、
宿
場
の
特
産
品
と
し
て
、
東
海

道
の
名
物
で
あ
っ
た
。
 

水
口
宿
か
ら
今
日
の
泊
ま
り
の
石
部

宿
（
現
湖
南
市
石
部
町
）
ま
で
、
三
里

半
（
約
一
四
キ
ロ
）
で
あ
る
。
三
人
は

昼
に
飲
ん
だ
酒
の
酔
い
が
残
っ
て
い
た

た
め
か
、
一
人
二
○
○
文
で
馬
を
雇
い
、

馬
の
背
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、七
ツ
時（
午

後
四
時
）
石
部
宿
に
着
い
た
。
 

石
部
宿
は
東
海
道
五
十
三
次
の
五
一

番
目
の
宿
場
と
し
て
栄
え
、古
く
は「
い

そ
べ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。『
万

葉
集
』
に
詠
ま
れ
て
い
る
磯
辺
山
は
、

こ
の
付
近
の
山
と
い
わ
れ
て
い
る
。
天

保
十
四
年
の
石
部
宿
は
、
人
口
一
六
○

六
人
、
家
数
が
四
五
八
軒
で
、
旅
籠
は

三
二
軒
、
本
陣
が
二
軒
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
現
在
確
認
で
き
る
の
は

小
島
本
陣
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
石
部
宿
は
、
「
京
立
ち
石
部
泊

ま
り
」
と
い
わ
れ
、
京
都
か
ら
江
戸
へ

下
る
旅
人
の
多
く
が
、
最
初
に
宿
泊
し

た
宿
場
で
あ
っ
た
。
 

土
山
宿
か
ら
東
海
道
を
石
部
宿
へ
 

▲三人が中飯をとった「金屋」跡 
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